
 
 

 

Quanmatic、ゲート式量子コンピュータ向けの 

アルゴリズム研究開発を本格化 

早稲田大学戸川研究室とユースケース創出の足がかりとなる初期成果を発表 

 
 

量子計算技術の社会実装を推進している株式会社 Quanmatic（クオンマティク、本社:東京都新宿区、代表取締役:古

賀 純隆、以下 Quanmatic）は、情報工学分野、量子計算分野アルゴリズム開発の第一人者である早稲田大学戸川研究

室と共同で、ゲート式量子コンピュータ（※1）向けのアルゴリズム研究開発を本格化します。戸川研究室が持つアルゴリズム開

発の専門性と、量子計算技術・古典計算技術による数理最適化技術のエキスパートである Quanmatic の豊富な知見を組

み合わせることで、ゲート式量子コンピュータの早期社会実装を目指します。 

 

昨今の量子コンピューティング分野では、実用化に向け、様々な用途に応用できる「誤り耐性のある汎用量子コンピュータ

（FTQC）（※2）」の実現が期待され大きな注目を集めています。一方、ゲート式量子コンピュータの実現に向けては、ハード

ウェア性能の課題に加え、適切なユースケースの探索が続いています。現在、企業や大学において、量子機械学習や量子科学

計算などの様々な応用例が研究されています。 

 

Quanmatic は、実用化の第一歩として、最適化計算を想定しており、今回の共同開発において、既に初期的な研究成果を

得ることができました。本成果については、2024 年 11 月 14 日（木）に開催される、電子情報通信学会において発表いたし

ます。 

 

今後も、Quanmatic は、ゲート式量子コンピュータ向けのアルゴリズム開発をはじめ、既存アルゴリズムの計算パフォーマンス向上

や、戸川研究室との共同研究による新たなアルゴリズムの開発・実装を推進し、量子計算技術の可能性をさらに拡大してまいり

ます。 

 

（*1）量子コンピュータは、量子力学の性質を利用して特定の計算を古典コンピュータより高速に解く可能性を持ち、組み合わ

せ最適化や量子化学計算などへの応用が期待されています。特にゲート式量子コンピュータは、大規模な数値計算、素因数分

解、データベース検索といった難解な問題に対して強力な計算能力を発揮する一方、誤り訂正の課題があり、開発が発展途上

にある技術です。 

（*2）誤り耐性のある汎用量子コンピュータ（FTQC、Fault-Tolerant Quantum Computer）は、多数の量子ビットと高

度な誤り訂正技術を必要とし、その実現にはさらなる技術的進展が不可欠です。このため、FTQC の実用化には今後数年から

数十年の歳月がかかると見込まれています。現在のゲート式量子コンピュータは、FTQC の実現に向けた基盤として開発が進めら

れており、その先には誤り耐性を備え、多用途で利用できる、さらに高い計算能力を持つ汎用量子コンピュータの実現が期待され

ています。 

 

株式会社 Quanmatic について 

報道関係各位 
 

2024 年 11 月 13 日 
株式会社 Quanmatic 



Quanmatic は、世界中の情報の実用的な活用を目指し、早稲田大学戸川望教授（Chief Scientific Officer）の研究

シーズを基に、CEO 古賀純隆、慶應義塾大学田中宗准教授（Chief Technology Officer）、および Chief Product 

Officer 武笠陽介の 4 名で 2022 年 10 月に設立しました。量子・古典計算技術のアルゴリズム知的財産権と研究成果をビ

ジネス課題に適用するための最適化エンジンの開発を継続して進め、ハードウェアに依存しない汎用的なソリューションを展開しま

す。 

 

社名:株式会社 Quanmatic 

本社所在地:東京都新宿区西早稲田一丁目 22 番 3 号 

代表取締役:古賀純隆 

設立: 2022 年 10 月 

HP:https://quanmatic.com/  

■本リリースに関するお問合せ先  

 Mail: public_relations@quanmatic.com 

 


